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☆「武田教育長と本音で語ろう働き方改革」in佐久市立佐久城山小学校
令和7年12月24日、佐久市立佐久城山小学校で、先生方の忙しさや負担感、そして働きがいについて、日々の校務の中
で感じていることを踏まえながら教育長と本音で語り合う懇談会「武田教育長と本音で語ろう 働き方改革」が開かれました。

■教職員の忙しさや負担感、働きがいとは？ ～先生方それぞれの思いを語っていただきました～
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佐久城山小学校では、「自己実現に向かう子ども」を育む学校経営の方針とし、子どもも大人も自己決定を大事にした
学校づくりを進めています。その核となるのが、先生方が気軽に集まって学びを共有する研修「SAT（Staff Amazing 
Training）」。この「SAT」を生み出すために、一単位時間等を見直し、児童の下校時刻を40分早め、放課後の『先生の
時間』を確保しています。そして、共通理解を土台にしながら、個々の課題意識を原動力とし、働き方改革の本丸である授
業改善を中心に据えた取組が行われています。

若手教員の授業
づくりをもっと支
えたいが時間が
足りない

より質の高い授業
づくりをしたいが、
物理的時間が足り
ない

一日の勤務の様子を「見える化」し、
示してくださった先生もいらっしゃいました

・教員の無理な献身に依存しない仕組みづくりが大切。
・先生が幸せでないと子どもは幸せにならない。
・失敗してもいいからやってみることができる人であれ。

・特別支援コーディネーターの専任化など、既に多方面から要望あり。
・通知表や懇談会削減、授業時間の見直しなども視野に。
・国への加配要求など制度的にできる働きかけを続けていく。
・育休復帰後のサポートについては、研究を進めたい。

先生方の声を受けて ～武田教育長より～
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学校の働き方改革等に
関する情報はこちら

☆「教職員の働きがいとは」～働き方改革シェアミーティング#0４を行いました

令和7年12月、今年度最後となる「第4回働き方改革シェアミーティング」を開催しました。今回のテーマは「教職
員の働きがい」。回を重ねるごとに参加者が増え、今回は小・中学校はもちろん、市町村教育委員会をはじめ、関係
団体、報道関係者など、県内外の多様な立場の皆様にご参加いただき、活発な意見交換が行われました。
さまざまな視点や経験を共有いただいたことで、各学校における働き方改革をさらに進めるための貴重なヒントを
得る機会となりました。

☆【働き方改革シェアミーティングスピンオフⅣ「支援会議のアイディアを語りあおう」のご案内】

子どもたちの支援が広がる中、「会議が長い…」「時間外になりがち…」そんな声が増えています。
そこで今回は、県内の学校で実際に行われている
“無理なくできる支援会議”のアイディアを紹介！

みんなで工夫をシェアして、
来年度の会議をもっとスムーズに！
負担なく、もっとよい支援へ！

気軽に参加して、明日から使えるヒントを持ち帰りましょう！

参加された方より それぞれの立場からの声に共感できたことがうれしかった 様々な学校や県教委
の取組を知り、PTAとして何ができるか考える機会になった 他県の取組を知る
ことができ、大変参考になった 事務職員やPTAの方々の参加に驚いた 参加を
通して、参加者同士のつながりが生まれると感じた 時間帯が授業と重なり、担
任は極めて参加しにくかった 業務分担や取捨選択など、学校内の体制を検討し
たいと思った 教員が自由に実践できる環境こそ「働きがい」につながると感じ
た 異なる立場ならではの知見や困りごとを知ることができ、有意義だった
教職員だけでなく、PTAや民間の方々とも対話できたことが大きな収穫だった
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（グループミーティングにおける意見交換及びアドバイザー信州大学荒井先生のまとめ・助言より）

https://www.pref.nagano.lg.jp/kyoiku/kyoiku/kyoshokuin/index.html
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